
予期せぬ災害に備えて
虻高一日防災教室

　
　
爺
地
区
で
草
刈
り
の
ボ
ラ
ン

　
　

テ
ィ
ア
を
行
っ
た
高
橋
建
設

（
高
橋
哲
也
社
長
）に
、
町
が
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
大
原
調
整
池
の
法
面
な

ど
約
４
５
０
０
平
方
㍍
の
草
刈
り
を

無
償
で
行
い
ま
し
た
。
２
０
０
８
年

か
ら
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
例
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
下
道
町
長
は
「
心
温
ま
る
支
援
で

あ
り
が
た
い
で
す
」
と
感
謝
し
、
高

橋
社
長
は
「
少
し
で
も
地
元
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
今
後
も
続
け

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

のわだい
まち

町の美化に尽力
高橋建設感謝状贈呈

　
　
田
高
校
（
千
葉
佳
貴
校
長
）
の

　
　
一
日
防
災
学
校
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
が
、
段
ボ
ー
ル
で
作
ら
れ

た
ベ
ッ
ド
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組

み
立
て
を
行
い
、
避
難
所
設
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
設
置

か
ら
取
り
掛
か
り
、
班
ご
と
に
協
力

し
て
組
み
立
て
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
ベ
ッ
ド
を
囲
ん
で
完
成
す

る
と
、
生
徒
が
寝
心
地
を
確
か
め
、

実
際
の
避
難
の
際
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
確
保
も
重
要
に
な
る
こ
と
な
ど
に

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

脳卒中を予防するために�
くじらん健康教室開催

下道町長から感謝状を受け取った高橋社長（右）下道町長から感謝状を受け取った高橋社長（右）

脳卒中の治療について説明を聞く参加者脳卒中の治療について説明を聞く参加者

虻

心象風景を表現
石井千晶銅版画展開催

　
　
立
室
蘭
総
合
病
院
（
髙
橋
典
之

　
　

病
院
長
）の
市
民
公
開
講
座

「
く
じ
ら
ん
健
康
教
室
」
が
役
場
防

災
研
修
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
脳
卒
中
を
テ
ー
マ
に
、
医
師
や

看
護
師
が
治
療
、
予
防
な
ど
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

脳
卒
中
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま

る
、
破
れ
る
な
ど
で
脳
梗
塞
、
脳
出

血
、
く
も
膜
下
出
血
な
ど
を
起
こ
す

病
気
で
、
迅
速
な
対
応
が
必
要
だ
と

説
明
。
そ
の
上
で
少
し
で
も
異
常
を

感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん

で
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
　
版
画
家
石
井
千
晶
さ
ん
の
特
別

　
　
展
「
風
の
記
憶
」
が
10
月
19
日

～
11
月
30
日
の
間
、
洞
爺
湖
芸
術
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
芸
術
館
で
の
特
別
展
は
1
年
ぶ
り

で
あ
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
作
家
の
石
井
さ
ん
や
来

賓
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
展
示
場
所
に
は
多
く
の
来

場
者
が
訪
れ
、
石
井
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
に
込
め
た
思
い
な
ど
を
語

り
な
が
ら
、作
品
を
観
賞
し
ま
し
た
。

3
10

19
10

銅版画を観賞する来場者銅版画を観賞する来場者

段ボールベッドを組み立てる生徒段ボールベッドを組み立てる生徒

洞

市銅
6

10

3
10
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
爺
湖
温
泉
小
学
校
（
柴
田
暦
章

　
　
校
長
）
が
、
有
珠
山
噴
火
の
災

害
で
命
を
失
っ
た
児
童
を
悼
み
、
防

災
減
災
の
大
切
さ
を
学
ぶ
「
防
災
教

室
・
慰
霊
の
日
」
を
行
い
ま
し
た
。

高
、
中
、
低
学
年
の
３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
か
ら
噴

火
当
時
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
西
山
山

麓
火
口
散
策
路
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　
地
震
で
階
段
状
に
な
っ
た
旧
国
道

や
、
噴
石
な
ど
で
破
壊
さ
れ
た
工

場
、
と
う
や
こ
幼
稚
園
な
ど
を
見
学

し
、
日
頃
の
噴
火
へ
の
供
え
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

防災の大切さを再確認�
温小防災教室・慰霊の日

　
　
田
町
消
防
団
、
洞
爺
湖
消
防
団

　
　
で
61
年
間
に
渡
っ
て
活
動
し
た

寺
島
勉
さ
ん
が
、
北
海
道
消
防
協
会

栄
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
寺
島
さ
ん
は
１
９
６
２
年
７
月
に

虻
田
町
消
防
団
に
入
団
。
２
０
０
７

年
10
月
に
洞
爺
湖
消
防
団
団
長
に
就

任
す
る
な
ど
長
年
の
間
、
消
火
・
救

助
や
防
火
指
導
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
下
道
町
長
に
受
章
を
報
告
し
た
寺

島
さ
ん
は
「
友
和
と
団
結
を
考
え
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。
受
章
は
み
ん
な

の
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
」
と
感

謝
し
て
い
ま
し
た
。

消防団員を務めて60年以上
寺島勉団長が道消協栄光章

　
　
化
の
日
に
合
わ
せ
、
洞
爺
湖

　
　
町
総
合
文
化
祭
（
洞
爺
湖
町

文
化
団
体
協
議
会
主
催
）、
洞
爺

湖
町
民
文
化
祭
（
と
う
や
文
化
協

会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
総
合
文
化
祭
は
初
日

の
10
月
15
日
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

タ
ー
で
ス
テ
ー
ジ
部
門
の
発
表
が

行
わ
れ
、
約
40
人
が
歌
謡
曲
や
演

歌
、
日
本
舞
踏
を
披
露
。
28
、
29

日
に
は
、
あ
ぶ
た
体
育
館
で
展
示

部
門
の
発
表
が
あ
り
、
野
菜
や
果

物
の
種
で
つ
く
ら
れ
た
絵
や
生
け

日頃の成果をお披露目
虻田、洞爺地区で文化祭開催

受章した寺島さん（中）と下道町長（左）、西胆振行受章した寺島さん（中）と下道町長（左）、西胆振行
政事務組合伊達消防署洞爺湖支署の結城支署長政事務組合伊達消防署洞爺湖支署の結城支署長噴石で破壊されたとうやこ幼稚園を見学する児童噴石で破壊されたとうやこ幼稚園を見学する児童

虻

文

洞

15～
10

24
10

洞爺湖町総合文化祭の展示物洞爺湖町総合文化祭の展示物

23
10

ダンスなどが披露された洞爺湖町民文化祭のダンスなどが披露された洞爺湖町民文化祭の
芸能部門の発表会芸能部門の発表会

花
な
ど
が
並
ん
だ
ほ
か
11
月
11
日

に
は
、
虻
田
吹
奏
楽
団
の
定
期
演

奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
民
文
化
祭
は
、
11
月

３
～
５
日
に
展
示
部
門
が
行
わ

れ
、
絵
画
や
写
真
、
生
け
花
な
ど

こ
だ
わ
り
の
一
作
が
並
び
ま
し

た
。
ま
た
、
手
作
り
の
そ
ば
も
振

舞
わ
れ
ま
し
た
。
23
日
に
は
芸
能

部
門
の
発
表
会
を
開
催
。
ダ
ン
ス

や
演
歌
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
来
場
者
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。
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